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農
業
委
員
会
法
の

改
正
に
よ
り
、
本
年

４
月
か
ら
新
た
に
27

名
が
村
長
か
ら
任
命

を
受
け
、
新
制
度
に

よ
る
新
た
な
農
業
委

員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
委
員
の
内
訳
は
、

地
域
か
ら
推
薦
を
受
け
た
者
20
名
、
女
性
４

名
、
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
か
ら
１
名
、
前
農
業
委

員
会
か
ら
２
名
の
計
27
名
で
あ
り
ま
す
。
前

農
業
委
員
の
定
数
は
26
名
で
あ
り
ま
し
て
、

女
性
が
１
名
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
第
１
回
の
農
業
委
員
会
に
お
い

て
、
会
長
と
い
う
重
職
を
仰
せ
つ
か
り
そ
の

責
務
の
大
き
さ
を
痛
感
し
て
い
る
し
だ
い
で

あ
り
ま
す
。

　
現
在
本
村
で
は
、
農
地
が
足
り
な
い
の
が

現
実
で
あ
り
、
多
く
の
農
家
の
人
達
が
村
外

で
耕
作
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
条
件
の

良
い
畑
は
利
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
以
上
、

村
外
で
農
地
を
増
や
す
に
は
経
済
的
に
も
限

界
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
Ｊ
Ａ
の
部
会
や
各
商
系
の
団
体
か

ら
村
当
局
や
村
議
会
へ
陳
情
書
が
提
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
新
た
な
農
地

の
確
保
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
昭
和
村
の
農
業
を
担
っ
て
い
く
30
代
か
ら

40
代
の
若
い
方
々
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
思
い
を

強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
く
と
伴
に
本

村
農
業
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
を
は
か
る
た

め
に
も
優
良
農
地
の
確
保
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
、
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
各
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
、

加
盟
12
カ
国
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
農
業
の
国
際

化
が
進
み
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
厳

し
く
変
化
し
て
ゆ
く
中
、
時
代
に
対
応
出
来

る
体
力
の
あ
る
農
業
経
営
に
向
け
、
私
達
農

業
委
員
会
一
同
、
昭
和
村
の
農
業
の
振
興
、

発
展
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
、
会
長
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
４
月
か
ら
農
業

委
員
副
会
長
と
し
て
お

世
話
に
な
る
こ
と
と
な

り
、
一
言
御
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。
今
期
か
ら

農
業
委
員
会
法
が
改
正

に
な
り
、
全
国
で
１
８
９
の
委
員
会
が
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
踏
み
出
し
ま
し
た
。
昭
和
村
も
そ
の
中

の
一
つ
で
す
が
、
今
回
、
昭
和
村
は
群
馬
県
で
一

カ
所
し
か
な
い
特
別
な
地
域
に
選
ば
れ
、
そ
れ
に

よ
り
今
ま
で
の
態
勢
と
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化

は
な
い
の
で
す
が
、
他
の
地
域
で
は
耕
作
放
棄
地

が
増
え
た
こ
と
が
問
題
に
な
り
、
農
業
委
員
の
他

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
た
に
設
け
て

対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
一
方
、

昭
和
村
に
お
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地
ど
こ
ろ
か
畑

が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
今
後
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

実
際
に
発
効
さ
れ
動
き
だ
し
た
と
き
、
日
本
の
農

業
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
は
実
際
の
と
こ
ろ

私
達
に
も
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
農
業
委
員
会
と

村
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
後
継
者
達
が

希
望
を
持
っ
て
農
業
を
続
け
て
い
け
る
態
勢
を
築

く
の
が
我
々
の
使
命
と
思
い
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
話
は
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
が
、
副

会
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ農

業
委
員
会 

会
長　

橋
本 

良
雄

農
業
委
員
会 

副
会
長　

角
田 

昌
義
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農
業
委
員
会
会
長

退
任
に
あ
た
り
、
御

礼
の
挨
拶
を
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
３

期
９
年
間
農
業
委
員

を
お
世
話
に
な
り
、
昭
和
村
の
主
産
業
で
あ
る

農
業
発
展
の
為
に
微
力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
頑

張
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、放
射
能
汚
染
、

豪
雪
、
台
風
等
の
災
害
が
あ
り
、
又
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
等
農
産
物
自
由
化
に
向
け
て
国
が
動

き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
は
参
加
国
が
批
准
す
れ

ば
即
発
動
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
て
し
ま
い
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
確
か
な
情
報
を

村
民
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
農
業
委
員
会
広

報
を
発
刊
出
来
た
こ
と
、
又
商
工
会
と
一
緒
に

農
産
物
等
輸
出
促
進
協
議
会
を
発
足
し
、
試
験

的
で
は
あ
り
ま
す
が
野
菜
を
海
外
で
販
売
し
好

評
を
得
た
こ
と
は
、
後
継
者
の
将
来
の
「
道
し

る
べ
」
に
な
る
の
で
は
？
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
農
業
委
員
会
法
が
改
正
に
な
り
産
み

の
苦
し
み
は
あ
り
ま
し
た
が
、
立
派
な
委
員
さ

ん
が
誕
生
し
後
を
託
せ
る
こ
と
は
、
こ
の
上
な

い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
前
述
の
諸
問
題
等
を
含

め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
農
業
問
題
に
全
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
昭
和
村
農
業
の
更
な

る
発
展
の
為
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
終
わ
り
に

９
年
間
一
緒
に
昭
和
村
の
農
業
問
題
を
見
つ
め

合
い
、
議
論
し
合
い
指
導
を
頂
い
た
先
輩
、
仲

間
、
事
務
局
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
退
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

委
嘱
し
な
い
こ
と
を
決
定

　
昭
和
村
は
、
群
馬
県
内
で
唯
一
、
今
回
の
法
改
正
で
新
た
に
設

け
ら
れ
た
、
地
域
で
活
動
す
る
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」

を
委
嘱
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
農
業
委
員
会
と
し
て
農
林
水
産

大
臣
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
委
嘱
し
な
い
こ
と
を
選
択
で
き
る
市
町
村
と
し
て
認
め
ら
れ

る
た
め
に
は
、
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
、
遊
休
農
地
率
が
１
％
以
下
で
あ
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、

担
い
手
に
対
す
る
農
地
の
集
積
率
が
70
％
以
上
で
あ
る
こ
と
で

す
。

　
そ
し
て
、
11
月
９
日
、
農
業
委
員
会
臨
時
会
を
開
催
し
審
議
し

た
結
果
、
昭
和
村
は
推
進
委
員
を
委
嘱
せ
ず
、
現
行
の
農
業
委
員

体
制
を
継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
至
り
、
村
長

は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、委
嘱
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
る
ま
で

　
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
の
た
び
昭
和
村
の
新

し
い
農
業
委
員
27
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
施
行
ま
で
の
経
過
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
農
業
委
員
会 

会
長　

林 

祐
司

平
成
27
年

９
月
４
日

改
正
農
業
委
員
会
法
公
布

10
月
28
日

改
正
農
業
委
員
会
法
施
行
規
則
公
布

11
月
11
日

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
な

い
こ
と
の
決
定

農
業
委
員
の
定
数
を
27
人
に
す
る
こ
と
の

決
定

農
業
委
員
の
担
当
区
域
を
６
区
域
と
す
る

こ
と
の
決
定

12
月
15
日

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
に
関
す
る一部

改
正
条
例
議
決

12
月
24
日

改
正
農
業
委
員
会
法
施
行
令
公
布

12
月
25
日

村
議
会
へ
女
性
農
業
委
員
の
選
任
に
係
る
協

力
依
頼

平
成
28
年

１
月
15
日

　

 

～
２
月
１
日

農
業
委
員
の
推
薦
及
び
募
集

（
Ｈ
Ｐ
、広
報
掲
載
）

１
月
26
日

農
業
委
員
の
推
薦
の
求
め
及
び
募
集
期
間

中
の
応
募
状
況
（
中
間
公
表
）

２
月
９
日

農
業
委
員
候
補
者
評
価
委
員
会
の
開
催

２
月
15
日

農
業
委
員
の
推
薦
の
求
め
及
び
募
集
期
間

終
了
後
の
応
募
状
況
の
公
表

３
月
18
日

農
業
委
員
選
任
同
意
議
決

４
月
１
日

農
業
委
員
の
委
嘱　
27
名　
任
期
３
年

昭和村 農業委員会だより
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農政部会 農地部会 「農業委員会法」の改正後、
初の農業委員が選出されました。

新しい農業委員を
紹介します。

梶山 功夫
（入原上・下）

竹之内 信一
（伏田・根岸）

高橋 さゆり
（ぐんま女性農業委員ネットワーク）
農業委員の一員として頑張りま
すのでよろしくお願いします。

日本で最も美しい村、やさい王
国昭和村の農業委員として尽力
したいと思います。

昭和村の農業発展と皆さんの手
助けができるように努力してま
いりたいと思います。どうぞ宜
しくお願いします。

昭和村は県内唯一、国の基準を満たし農地
利用最適化推進委員を設置しないことがで
きる自治体になりました。今後も農業発展
のため努力していきたいと思います。

農業委員として、本村農業のより
一層の発展のため頑張りますの
で、よろしくお願いいたします。

緑の多い広大な大地、皆様と共
に守っていける様に頑張ってい
きます。

農地副部長として農地法を学
び、農地の有効利用に努力して
いきたいと思います。

農業委員として昭和村の農業の発
展に努力していきたいと思いま
す。日本一の農業の村を目指しま
しょう。よろしくお願いします。

農地部長
宮内 勝吾

（赤城原第１・第２）

梅沢 裕一
（田岸・大堀）

横坂 美智恵
（ぐんま女性農業委員ネットワーク）

農地副部長
川端 潔
（宿）

林 昭彦
（生越）

南雲 義昭
（森下中組）

関上 毅
（森下下宿・入沢）

新木 篤志
（三ツ谷・北部・南部）

戸部 一夫
（滝寺・南内出・上内出）

農業委員になりました。一生懸
命頑張りますのでよろしくお願
いします。

昭和村のために少しでもお役に
立ちたいと思います。農業委員
として宜しくお願いいたします。

TPP 問題などによってこれから昭和村
の農業も変化していくことと思います
が、次世代につながるよりよい農業を皆
さんと共に考えていきたいと思います。

今、農業は国際化が進んでいま
すが、従事者が希望を持って働
けるよう貢献できればと思って
います。

農　地　部　会

会長   橋本 良雄

副会長   角田 昌義
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農政部長
石井 幸夫

（滝久保・池原）
昭和村農業の未来に夢と希望が
持て農家の経営が安定されるよ
う努めてまいりたいと思います。

農政副部長
諸田 俊光

（永井下・上）
活力ある昭和村のために元気を
出して頑張りたいと思います。
今後ともお願いいたします。

昭和村の農業を未来に繋ぐた
め、３年間努めたいと思います。
宜しくお願いします。

星野 昌司
（藤井・宮貝戸）

農家として昭和村の農業と農地
について、深く考え行動してい
きたいと思います。

澤浦 太一
（鎌沢・森下上組）

佐藤 光男
（吹張）

農業委員として、村の農業振興
のために頑張りますのでよろし
くお願いいたします。

加藤 剛
（常木・中宿・中内出）

農業委員として本村の基幹産業である、
農業の発展のため頑張って努めていきた
いと思っています。また、委員を通じて
自分自身も成長していければと思います。

林 博美
（中野上・下）

農業委員としてお世話になるこ
ととなりました。一日も早く農
業委員としての職務が果たせる
よう頑張りたいと思います。

林 美之
（大河原・長者久保）

勉強することがたくさんありま
すが、地元農業のために頑張り
たいと思います。

堀 達也
（赤谷・追分）

高等学校卒業後 39 年間、野菜
作りだけに一生懸命取り組んで
きた人間ですが、任期中少しで
もお役に立てれば幸いです。

佐々木 淳
（松ノ木平第１・第２）

農家が安心して農業経営に専念
できるように頑張っていきたい
と思います。

農業に関してはわからないこと
が沢山ありますが、女性の視点
で意見を述べていきたいと思っ
ています。

瀬下 節子
（昭和村婦人会）

清水 十三夫
（利根沼田農業協同組合）

私は団体推薦で就任致しました。「や
さい王国昭和村」「日本で最も美し
い村」昭和村の農地と農業環境を守
り、農業の振興に努めてまいります。

農　政　部　会

事　務　局

局長 島田 宏充
（産業課 参事）

書記 兵藤 勉
（産業課 課長）

書記 金子 千恵
（産業課 主査）

書記 石井 裕暢
（産業課 主事）

不安と緊張でいっぱいですが、
与えていただいた機会を活かせ
るように勉強させていただきた
いと思います。

古澤 尚美
（ぐんま女性農業委員ネットワーク）

昭和村 農業委員会だより
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農業委員会での審議結果  (平成27年４月〜平成28年３月末 )

　

昭
和
村
家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
平
成
28
年
3
月
24
日
㈭
に
役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
、
農
業
経
営
の
分
担
や
家
事
作
業
の
分
担
を
定
め
た
協
定
書
に
家
族
ご
と

に
調
印
し
、
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
調
印
式
は
、
今
年
で
15
回
目
、
今
回
は
９
組

（
新
規
締
結
８
組
･
再
締
結
１
組
）が
協
定
を
締
結
し
、
家
族
経
営
協
定
締
結
家

族
の
総
数
は
１
５
６
組
と
な
り
ま
し
た
。

わ
が
家
は
「
家
族
経
営
協
定
」を

結
び
ま
し
た
。

南内出   石井 謙次さん
家族協定により、より一層の作業の効率
化を目指します。

上内出   戸部 一夫さん
家族で協力し、良い経営を目指します。

赤 谷   臼木 英幸さん
家族で力を合わせ、より良い経営を目指
します。

上内出   加藤 幸市さん
家族で協力し合って、より良い経営を目
指したいです。

新しく結んだご家族

農地法第３条
（農地の権利移動を伴うもの）

売　　買 25件（47筆） 106,455㎡
賃 貸 借 ３件（８筆） 24,650㎡
使用貸借 ０件
贈　　与 ２件（18筆） 50,886㎡
公　　売 １件（１筆） 102㎡

計 31件（74筆） 182,093㎡

利用権設定
（農業経営基盤強化法によるもの）

賃   借   権 44筆 138,159㎡
使用貸借権 75筆 182,148㎡
権 利 移 転   ５筆 15,839㎡

計   124筆 336,146㎡

農地転用　農地法第４条
（農地転用をするが権利移動を伴わないもの）

２件（２筆）938㎡

あっせん申出 
14件（30筆）102,951㎡

農地法第５条
（農地転用し権利移動を伴うもの）

売　　買 10件（10筆） 4,148㎡
賃 貸 借 ２件（２筆） 1,508㎡

賃貸借(一時転用) ４件（６筆） 20,163㎡
使用貸借 ４件（５筆） 1,549㎡
贈　　与 ２件（２筆） 860㎡

計 ２2件（25筆）  28,228㎡

農地法4条・５条　転用内訳
一般住宅用地 11件
賃貸住宅用地 １件

農業用倉庫用地　 ３件
資材置場用地 １件

事業用作業用地 １件
駐車場、進入用道路用地 ３件
工事・工事事務所用地（一時転用） ２件
軽石採取用地（一時転用） ２件

計 24件

内
訳

農地法等に基づき審議し、許可となった案件は次のとおりです。
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農地法許可申請の受付締切日 毎月25日 事前相談は毎月20日まで

南内出   石井 一郎さん
家族経営協定により、自分の役割を自覚
し、やりがいのある農業経営を目指した
いです。

平成28年度12月の
農振除外申請の締切日は
平成28年11月１日㈫です。許可後、ご連絡しますので、許可書は農業委員会事務局で受領してください。

許可書の交付

今年度の農業委員会開催日は右記の通りです。
提出された申請はここで審議され、許可等を決定します。農地転用許可申請
は審議を経て県知事に送付します。

農業委員会での審議

農業委員会事務局で申請書と添付書類を確認し、必要に応じて聴き取りや
現地の調査を行います。

申請内容の審査

※締切日が閉庁日（土・日・祝）の場合はその前に提出ください。
※申請締切日以内でも、添付書類に不備がある場合は次回審査になります

ので、申請する際は、事前に20日までに農業委員会事務局へご相談くだ
さい。また、あらかじめ地元農業委員へご相談ください。

許可申請書の受付締切日　毎月25日 平成28年度　農業委員会開催日及び
許可申請受付締切日スケジュール

まずは農業委員会事務局にご相談ください。手続きの流れ

（農地法許可申請　◇農地法３条…農地の所有権を移転する場合　◇農地法４・５条…農地を宅地等に転用する場合）
　農業委員会に申請して許可が必要です。許可を得ないで行うと契約に効力がなく、農地法違反にもなるので忘れずに手続き
しましょう。

宮貝戸   竹内 功二さん
息子が入って早６年。家族の意見を大切
に協議し、円満な家庭でより良い経営を
目指します。

南内出   石井巳津夫さん
一人一人の役割がはっきりしたことで責
任感が生まれ、チームワークで仕事をす
るようになりました。

根　岸   倉澤 憲治さん（再）
長男が就農したので再協定を結びまし
た。今後は長男を中心に家族で力を合わ
せ、頑張っていきたいと思います。

永井上   狩野 秀雄さん
家族、後継者にとって農業経営を意欲と
自信を持って執り成す環境とするため、
家族経営協定を一つのきっかけとし、経
営に携わる家族全員が農業の未来を考
え、十分に話し合っていきたいです。

■平成27年度 
家族経営協定締結家族 ９組

（新規締結８組・再締結１組 ）

■平成12年度～平成27年度
総数156組（内15組が再締結 ）
※平成25年度は大雪のため中止

開催日 申請締切日
第5回 ７月７日㈭ ６月24日㈮
第6回 ８月８日㈪ ７月25日㈪
第7回 ９月７日㈬ ８月25日㈭
第8回 10月６日㈭ ９月23日㈮
第9回 11月７日㈪ 10月25日㈫

第10回 12月６日㈫ 11月25日㈮
第11回 １月11日㈬ 12月22日㈭
第12回 ２月７日㈫ １月25日㈬
第13回 ３月７日㈫ ２月24日㈮

昭和村 農業委員会だより
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４
月
に
な
っ
て
、“
新
”の
つ

く
言
葉
が
多
く
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
新
学
期
、
新
入
学
、
新
社
会
人
等
々
。

　

60
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会
法
は
、
農
業

委
員
会
の
体
制
を
示
す
も
の
と
な
り
、
昭
和
村
農
業
委

員
も
27
人
中
、
25
人
が
新
人
で
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　

農
地
法
、
農
業
関
係
の
課
題
等
、
委
員
に
な
っ
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
驚
い
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
早
く
理
解
で
き
る
よ
う
努
め
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
疲
労
感
も
増
し
ま

す
が
、
健
康
管
理
に
気
を
付
け
て
、
夏
を
乗
り
こ
え
ま

し
ょ
う
！	

(

イ

石
井 

幸
夫
　
　
宮
内 

勝
吾
　
　
橋
本 

良
雄

角
田 

昌
義
　
　
南
雲 

義
昭
　
　
新
木 

篤
志

澤
浦 

太
一
　
　
古
澤 

尚
美

編

集

後

記

■ 飛散（ドリフト ）防止対策の必要性
　飛散した農薬が近隣の出荷間近の農作
物に付着すると、その作物に適用のない農
薬はもちろん、適用がある農薬でも残留基
準を超えてしまう恐れがあります。このよ
うな場合、飛散を受けた作物の生産者は、
自らの責任が無いにもかかわらず出荷禁
止となってしまうため、注意が必要です。

土壌消毒（クロルピクリン剤）を使用する際の注意点

■ ドリフト低減の具体策
　単独の対策ではその効果に限りがあるため、 いくつかの対策を
合わせて十分な効果を得る必要があります。
１ 散布時の風向きと風速に注意する
2 散布圧力、風量に注意する。散布ノズルの交換(ドリフトレスノズル)
3 ほ場の端での散布は特に注意する
4 遮蔽シート・ネットの設置や緩衝地帯・障壁作物の設置
5 近接作物生産者相互の連携

▲ 被害にあった事例 ▲　土壌消毒の影響で手前が枯れてしまったホウレン草

地温は10℃～
15℃が最適

人家・畜舎・鶏舎
天候・風向き等に
注意する

基準処理量を
厳守

11℃

注入後には被覆

1穴
○ml

広
報
委
員

農地の賃借料情報について
　農地法第３条許可や農用地利用集積計画の公
告により、平成27年１月から12月までの１年
間に効力の発生した村内農地の賃貸借における
賃借料情報を公表します。
　農地の賃借料を決定する際の参考としてご活
用ください。
昭和村における平成27年の賃借料水準�

平均 最高額 最低額 データ数
水田 19,700 円 19,700 円 19,700 円 2
畑 30,500 円 70,000 円 19,700 円 70 筆

※100 円単位に処理されています。

（10a当たり）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

平
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年
５
月
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日
発
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! 土壌消毒(クロルピクリン剤)・除草剤の使い方に気をつけて！
おとなりさんも一生懸命作っている野菜です！

お知らせ
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